
裔文化財関係研修の実施

発掘技術者一般研修「一般課程」

　「一般課程」は6月18日から７月26日までの間、

北は青森県から南の熊本県までの18名の参加者を

得ておこないました。

　本研修は遺跡調査における初歩的知識と技術を習

得するのが目的です。多くの時間を割いた遺物の実

測では、例年に比べて飲み込みが早く、順調に推移

しましたが、多数の遺物を実測できた一方で、その

製図に予定したよりも時間を要することになったの

は計算外のことでした。

一
１

才噛りぞ1'２
教室における遺物実測実習風景

ここでは土器の実測をしていますが、他に石器、木器、

金属器、瓦を対象とする時間もあります。研修生にと

っては、最もハードな期間です。

４

飛鳥藤原地方臨地講義のようす

臨地講義では、予め研修生か各遺跡の解説原稿を用意

し、それぞれが説明した後に、講師が補うという形式

をとりました。原稿を用意することは遺跡理解につな

がるので、二の方式は今後も踏襲する予定です・

［講義題目］〈〉内は外部講師

考古学の方法（総論）〈上原真人〉、

日本考古学の諸問題（旧石器･縄文）〈佐川正敏〉、

同（弥生･古墳バ福永伸哉〉、同（歴史時代）、

遺跡調査法、遺跡探査法、遺跡の測量、

遺跡整備の現状、文化財の保存と活用、

古墳の調査法〈和田晴吾〉、大和の古墳臨地講義、

文化財保護法と埋蔵文化財行政、陶磁史概説、

縄文土器の観察〈泉　拓良〉、埴輪の観察、

弥生土器･土師器の観察、土器の観察と実測実習、

石器の製作技術と観察、石器の観察と実測実習、

木器の観察と実測実習、金属器の観察と実測実習、

遺構･遺物の保存科学、環境考古学概説、

古建築概説、法隆寺臨地講義、

飛鳥藤原地域遺跡臨地講義、瓦の観察と実測実習、

写真撮影概説、報告書作成概説、遺物図版割付実習

　　　　　　　　　　（埋蔵文化財センター　西村　康）
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